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は じ め に

このような体験はないでしょうか。中学校や高校の時に学んだ英語。テキストに出てきた文型を覚え、文法

もばっちり頭にいれ、試験でもそこそこいい点数をとっていたはずなのに、いざ外国人と話すと、何を言われ

ているのかさっぱりわからない。言いたいことがあってもことばが全然出てこないから、ついつい黙ってしまう。

洋画を見ても、字幕を見ないとまったく理解できない。もう、英語なんて大嫌い！！

あるいは、おとなになって、学生時代覚えた英語はすっかり忘れてしまったけれど、海外旅行で、とにかく

勢いと度胸だけで話しかけた英語が…通じた！ うれしい！ 楽しい！！

愛知県国際交流協会では、平成10年からボランティアによる「プラザにほん語教室」を開催してきました。

当初からその目的は、語学としての日本語を教えることではなく、日本人と外国人が同じ地域に住む住民

として対等の立場でお互いに学びあう場をつくることでした。そのため研修は、教えるためのスキルよりも

「外国人住民」を理解すること、「地域日本語教室の役割」を理解することに重点をおき、教え方はボラン

ティアにお任せしていました。

でもその一方で、どんどん増えていった学習者からは「漢字を覚えたい」 「敬語を覚えたい」 「日本語能力

試験1級の勉強がしたい」などと言われてしまいます。事務局が言う「多文化共生のための日本語教室」と

学習者のニーズとの狭間で、ボランティアのみなさんはモヤモヤしながらも毎週毎週、テキストの準備をした

り、プリントをつくったり、それぞれ工夫をしながら教室活動を続けてくださっています。その様子に頭が下が

ると同時に、事務局自身も「理念」と「現実」のギャップに、ここ数年「地域の日本語教室の役割はいったい

何だろう？」と疑問を感じ続けていました。

そうした中、文化庁から『「生活者としての外国人」に対する日本語教育の標準的なカリキュラム案につい

て』が出されたのです。最初は、「こんなにテキストがたくさんある中で、なぜ文化庁はあえて、このようなテ

キストを作ったのだろう」「ボランティアは主体的・自主的な活動なのに『カリキュラム』というのはなぜだろ

う」とわからないことだらけでした。でも、このカリキュラム案が目指している『「生活者としての外国人」のた

めの日本語教育』がどういうことなのか理解できるにつれ、ずっと疑問に思っていた「地域の日本語教室の

役割」も少し整理できたような気がしました。

日本に暮らしている外国人住民が日常生活の中で、「通じた！」「わかった！」「楽しい！」という瞬間をたくさん

つくりだしていくこと、それがひいては、日本で安心して安全に暮らせるという多文化共生社会の実現につな

がっていくのだと思います。そして、フットワークが軽く、地域のことをよく知っていて、きめ細かい活動ができ

るボランティアこそ、そうした場を作り出すのにとても大きな力を発揮するのではないかと思うのです。テキ

ストによる従来の教え方を否定するわけではありません。テキストを使いながら、じっくり基礎を学ぶことも

大切でしょう。でも、それだけでなく、「使える日本語」「生きた日本語」を学ぶ場を提供することができたら、

学習者だけでなくボランティアにとっても楽しく、手ごたえのある活動になるのではないでしょうか。

本書は、そうした「使える日本語」「生きた日本語」を学ぶための「行動・体験型」教室活動とはどういうも

のなのか、この地域の日本語ボランティアのみなさんと一緒に試行錯誤しながら考えたことをまとめたもの

です。まだまだ整理しきれていない部分、課題も残る内容になっていますが、地域の日本語教室、そしてボラ

ンティア一人ひとりが、それぞれの活動をふりかえり、よりよい活動を目指すためのきっかけになれば、とて

もうれしく思います。

最後に本書を作成するにあたり、当協会の日本語教育事業にご協力いただいている東海日本語ネット

ワークのみなさん、プログラム研修に参加し、モデル授業を実施してくださった日本語教室とボランティアの

みなさん、そして、何度も何度も長時間にわたる打合せを重ねながら原稿を書いてくださった編集委員のみ

なさんに心からお礼申し上げます。

平成27年２月

公益財団法人 愛知県国際交流協会



本書のつかいかた

本書は、文化庁2014年度「生活者としての外国人」のための日本語教育事業地域日本語教育実践プロ

グラム（B)の委託を受け、「多文化共生社会実現に向けた地域の日本語教育推進事業」と題した事業の取

り組みとして実施した「地域日本語教育プログラム研修」の実践過程をまとめたものです。

本書は６部構成になっています。

■ 冒頭に、愛知県内の外国人の状況と特徴を地図とグラフで示しました。現在活動している日本語教室は

どのような外国人が住んでいる地域にあるのか、そしてどのような活動が期待されているのか、さらに愛知

県における日本語教育事業に何が求められているのかを考える参考にしていただきたいと思います。

■ 第１章では、地域における日本語教室のあり方について、その背景と理念を述べています。

第2章とともに今年度実施した「地域日本語教育プログラム研修」の内容をもとにまとめました。

■ 第２章では、「行動・体験型の日本語活動」のつくり方を学んで実践していただくために、その具体的な手

順を示しています。現在の活動を見直してみようという方にぜひご一読いただきたいと思います。

■ 第３章は実践事例集です。9テーマの行動・体験型の活動の実践過程を提示しています。

各テーマごとに、活動内容・活動方法・活動案・実際の活動の様子を4ページにわたって示しています。準備

のためにすること、活動のポイント、活動の成果ややり残したことなども載せていますので、行動・体験型の

活動を実施する際の参考にしていただけると思います。

■ 第４章では、本冊子を執筆した仲間を中心に、行動・体験型の活動を実践した過程をふりかえり、「プロ

グラム研修」の成果や気づきを座談会形式で載せています。今後の地域日本語教育のあり方を一緒に考

えていただきたいと思います。

■ 第５章では、教室活動を楽しく充実したものにしたり、現在の活動をふりかえったりするための情報やヒン

トを載せています。さらに、愛知県内の日本語教室の所在地の地図および日本語教室リストも掲載しまし

た。日本語ボランティア希望者や学習者への情報提供の一助としてご活用ください。
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用語解説

生活者としての外国人

「外国人労働者問題関係省庁連絡会議」において、平成18年ごろから使われたことばです。日本に居住

する外国人の生活の側面に焦点をあてることばで、日常的な生活を営むすべての外国人を指します。外

国人も「地域で暮らす生活者」であり、住民であるということを示しています。

「生活者としての外国人」に対する日本語教育の標準的なカリキュラム案

→ 本書 Ｐ．10

生活上の行為

文化庁作成のカリキュラム案では日本語教育の内容として、来日間もない外国人が基本的な生活上の

基盤を形成するために必要であるもの及び安全にかかわり緊急性があるもの10項目を「生活上の行為」

として取り上げています。そのうち、教育、労働を除く8項目をすべての外国人に共通の行為としています。

→ 本書 Ｐ．15

行動・体験型（中心）の教室活動

本書では「行動・体験型」、カリキュラム案では「行動・体験中心」ということばを使っていますが、意味は同

じです。「生活者としての外国人」にとって日本語教育は、日本語についての知識を蓄えることが目的では

なく、日本語を使っていろいろな生活上の行為ができるようになることを目指しています。

実際に日常生活で出会うであろうと思われる場面や課題を教室の中に持ち込み、

あるいは教室から出て地域社会の中で「行ってみる」「まねてみる」「見てみる」。

そして、体験したことをふりかえって、内容を確認したり、話を広げたりする。

さらに、それらを文章にしてみたり、発表したり、成果物をつくる。

この一連の活動が、行動・体験型（中心）の教室活動です。単に、外に出かけるとか、体験してみるだけの

活動ではありません。

エンパワーメント

「生活者としての外国人」は、自分の生まれ育った環境を離れ、慣れ親しんだ生活や文化、仕事、自分を

表現する方法や機会などと離れ、これまでできていたことが自分一人ではできなくなり、自信を失ってい

ます。「生活者としての外国人」にとって、日本語習得はそれ自体が最終目的ではありません。新たな意思

疎通の手段を獲得することで、人とつながること、ことばの壁によって発揮できていなかった自分らしさや

力を発揮できるようになること、そして、社会の一員として自立し、社会生活のあらゆる領域に参画するこ

と、つまり「エンパワーメント」を実現することによって、初めて目標に到達したということができます。

参考：文化庁『「生活者としての外国人」のための日本語教育ハンドブック』



愛知県の外国人住民

愛知県にはさまざまな「外国人住民」が暮らしています。

日本語支援をするとき、学習者の状況を把握し、

生活の課題を一緒に解決するための教室活動をすることが大切です。

また、教室にはまだ来ていない潜在的な学習者のことも

関心をもつようにしましょう。



愛知県の100人のうち約3人が外国人住民

２０１４年６月末現在、日本に住む外国人の数は２，０８６，６０３人。

愛知県の外国人数は１９８，９１９人で、東京都（４１８，１２４人）、大阪府（２０３，６７３人）に次いで全国3位です。

総人口に対する外国人比率は2.67％で、国の1.6％を大きく上回っています。

また、愛知県内でも市区町村によって外国人住民数や人口に占める割合に違いがあります。愛知県

では名古屋市中区が9.08%と、最も割合が高くなっています。自分の住む地域や日本語教室のある地

域はどのくらいの外国人住民が住み、その割合はどのくらいになっているのか、他の地域と比較しなが

ら見てください。
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愛知県内市町村外国人住民数及び総人口比率：愛知県多文化共生推進室ウェブサイト（2014年6月末現在）
名古屋市区別外国人住民数：名古屋市ウェブサイト（2014年7月1日現在）
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愛知県



国籍はブラジルが最多

外国人住民の特徴を国籍別にみると、日本全国では多い順に、中国、韓国・朝鮮、フィリピン、ブラジ

ルとなっていますが、愛知県ではブラジルが最も多く、次いで中国、韓国・朝鮮、フィリピンと続き、この4

カ国で全体の約80％を占めます。

外国人住民数の推移を見てみると、毎年増え続けてきていたのが、リーマンショックのあった2008年

の228,432人をピークに徐々に減少し、２０１３年からまた増加に転じています。国籍別にみると、ブラジル

は減る傾向にありますが、中国、フィリピンの増加は続いています。また、著しい増加傾向の国として、

ネパールが1,404人（２００８年）から3,001人（2014年）に、ベトナムが4,951人 （２００８年）から7,821人

（２０14年）に増えています。
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出典

法務省 在留外国人統計（旧登録外国人統計）統計表（2014年6月末）

※ 1980年～2013年までは12月末現在、2014年は6月末現在の数字です。

※ 1980年～2011年までは外国人登録者数、2012年以降は外国人登録法が廃止されたため、在留外国人数

となっています。対象範囲が異なることになったため、単純に比較することはできません。詳細については

法務省のウェブサイトをご覧ください。

全 国 愛知県

愛知県における外国人住民数



地域によって違う国籍別外国人の割合

地域によって、外国人住民の国籍別割合も異なります。たとえば、豊橋市、豊田市、知立市ではブラ

ジル人が占める割合が高く、名古屋市は中国人、春日井市は韓国・朝鮮人が最も多くなっています。

また、刈谷市はブラジル人、中国人、フィリピン人がそれぞれ外国人住民数の4分の1を占めています。

市町村それぞれの状況を知っておくことが大切です。

名古屋市内でも、区によって違いがみられます。たとえば、中区は中国人が多く、港区は比較的ブラ

ジル人も多く住んでいます。また、名東区は、他の区に比べると、アメリカ人が多いことが特徴です。

愛知県のホームページには５６市町村の国籍別外国人数、外国人数順位、人口比順位のデータが載って

います。（ＵＲＬ：http://www.pref.aichi.jp/0000038604.html）

また、自治体によっては在留資格別のデータを公表しているところもありますので、さらに詳細な外国人

住民の状況を把握することができます。

4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知立市

豊田市

刈谷市

春日井市

豊橋市

名古屋市

ブラジル 中国 韓国・朝鮮 フィリピン ベトナム ペルー その他

国籍別外国人住民数の割合

0% 20% 40% 60% 80% 100%

名東区

港区

中区

ブラジル 中国 韓国・朝鮮 フィリピン アメリカ ペルー その他

出典
愛知県内市町村外国人住民数及び総人口比率：愛知県多文化共生推進室ウェブサイト（2014年6月末現在）
名古屋市区別外国人住民数：名古屋市ウェブサイト（2014年7月1日現在）

国籍別外国人住民数の割合



愛知県は「定住する」外国人が多い

在留資格には、①活動に制限のない身分に基づくもの（永住者、特別永住者、日本人の配偶者等、永

住者の配偶者等、定住者）と、②留学など23種の特定の活動に基づくものとがあります。

愛知県の外国人の特徴を在留資格別でみると、全国と比べて永住者と定住者の割合が多く、活動に

制限のない在留資格の人の割合が全体の75％を占めています。また、留学の割合が少ないことがわか

ります。ただし、国籍別でみると、またその状況は異なってきます。
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年齢別では２０歳～４０歳代が多い

在留外国人の特徴を年齢別にみると、高校を卒業したあと20歳から４０歳未満にピークがあり、子どもの

数は少ないですが、年齢が低いほど数が増えていることがわかり、少子高齢化が進む日本人の人口構成と

比べると大きな差があります。
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また、国籍別でみると、ブラジルは男性が多いのに比べ、中国やフィリピンでは女性の数が多いことがわ

かります。

出典
法務省 在留外国人統計（旧登録外国人統計）統計表（2014年6月末）


